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夏休みの活動を紹介します。 

８月８日（金）、昨年に続き「夏フェス 2025 in 中央公民館」を開

催しました。今年は、中央公民館を貸し切りにし、それぞれの会場ご

とに工作やゲームなど、事前にとったアンケートを基に子どもたちが

楽しめる内容を考え実施しました。 

　当日は、中学生のボランティア１８名、和光国際高校のボランティア

１０名が夏フェスを盛り上げてくれました。右の写真は 1 階ロビーの様

子です。 

受付後は、十文字学園女子大学の「謎とき」からスタートしました。               
謎１～１０までのポイントを探しながら、ヒントを頼りに示された謎を解いて進みます。（今年も、むずかしぃ～） 

講義室では、十文字学園女子大学の学生による工作教室が行われました。 

←ホイップデコ 

　　　　　　　重そうアート→ 

 

会議室では、和光国際高校の生徒によるブースが設けられました。 

ゲーム「ワールドハンター」世界のあらゆる場所にまつわるクイズに答えて、伝説のワールドハンターを目指そ

う！に訪れた方が、高校生の質問に答えている様子です。　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

  

　                            
                     
                  
 

事務局:教育委員会生涯学習課　048-424-9150

↑ロゴは第二中生徒作品です



　１階体育室ではヒッポファミリークラブの皆様による「国際交流（世界のことばと仲良くなろう！」を行いました。 

                                                        

 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム内容 

・多言語であそぼう 

・まねっこダンス 

・多言語クイズ 

・交流クイズ 

・まねっこあいさつ 

・多言語さかなつり　など

地域の方のご協力によるロビーの無料コーヒーサービス

来館者、運営スタッフの感想から（一部抜粋） 

☆とても楽しかった。ボランティアの中学生がとても素直に活動してくれた。 

☆初めて来てくれた親子の方が、一緒に楽しんでくれたのがよかった。 

☆精一杯取り組んで、お客様の笑顔を見ることができて良かった。（和光国際高校生徒） 

☆普段は接することのない小さい子から中学生、大学生までと幅広い年齢の方と交流できる貴重な体験 

になった。（和光国際高校生徒） 

☆自分たちで考えた企画を、広い部屋で行い、子どもたちに学びながら楽しんでもらえたことが良い経 

験になった。（和光国際高校生徒） 

☆地域の方々や和光国際高校の生徒さん、十文字の学生さんがいろいろと考えて作り上げてくださった温

かいフェス、手作り感があり地域の方と子どもたちが交流できてとてもいいなと思いました。 

☆息子（小 5）は全部楽しかったと言っていて、重曹アートもホイップデコ工作も、来年もやりたいとのこと

でした。大学生のお姉さんたちもとても優しく教えてくださったそうです。 


